
 

2025年2月12日  

 

トーナメントからリーグ戦へ 

～ 固定観念から抜け出し、日本の野球に新たな可能性を ～ 

 

このたび、宮崎大学では、中南米の野球事情と指導法に精通し、高校野球現場でのリーグ戦の取り組み

などを日本国内に普及させている阪長友仁氏を講師に迎え、宮崎県内の高校野球指導者をはじめとす

るスポーツ振興に携わる方を対象とした公開講座を開催することとしましたのでお知らせします。  
 

2023年夏の甲子園で優勝を果たした慶應義塾高等学校野球部は、選手が坊主頭でないことなどを始

め、新たな高校野球のあり方を感じさせる旋風を巻き起こしましたが、同校は早くから阪長氏の考えに賛

同し、リーグ戦を通じたチーム力の強化と人材育成を行ってきました。 
 

また、2024年 8月、夏の甲子園大会に出場しなかった高校 3年生を対象としたリーグ戦「LIGA サマ

ーキャンプ」が北海道で開催され注目を集めましたが、これは、一発勝負のトーナメント戦では出場でき

る選手が限られてしまうことから、「一人でも多くの選手に成長の機会を与えたい」との阪長氏の想いか

ら実現した取り組みで、全国紙においても大きな記事としてクローズアップされました。 
 

宮崎大学が阪長氏を講師としてお迎えし、講座を実施するのは今年が 8 年目となります。宮崎県内でも

阪長氏の考え方に賛同し、高校野球のリーグ戦が開始されるなど、徐々に新たな取り組みが始まり、本講

座にも野球に限らず、様々なスポーツの振興に携わる方にご参加いただくようになりました。また、侍ジャ

パンチームドクターを務める長澤誠医師（宮崎大学医学部整形外科）も、宮崎県内の投球障害などの現

状について紹介します。 
 

本講座を通じて、参加者の皆さんと意見交換しながら、野球というスポーツの価値を見い出す機会にして

いきますので、取材についてご検討いただければ幸いです。 

 

記 

 

☆ 日  時 ： 2025年2月24日（月・祝） 

☆ 時  間 ： 15：00～17：30  

☆ 場  所 ： 宮崎大学まちなかキャンパス（宮崎市若草通アーケード内） 

☆ 講  師 ： 阪長 友仁（一般社団法人 Japan Baseball Innovation 代表理事） 

長澤 誠（宮崎大学医学部整形外科 医師） 

☆ 詳  細 ： 別紙（裏面）のとおりとなります 

 

報道発表 ～世界を視野に、地域から始めよう～ 

発信元・問合せ先 

総務広報課広報係 後田（うしろだ） 

TEL：0985-58-7114  

メール：kouhou@of.miyazaki-u.ac.jp 



受講希望の方は、ホームページよりお申し込み下さい。

受付け開始：令和6年12月2日（月）
問い合わせ先：宮崎大学 学び・学生支援機構

宮崎大学 公開講座 検索

2024年度で8年目を迎える講座で、中南米の野球事情と指導法に精通し、リーグ戦の取
り組み『LIGA Agresiva』などを日本国内に普及させている阪長友仁氏が講師を務めます。

日本と海外におけるスポーツへの考え方、環境の違いは何なのか。より日本の若者たち
がスポーツから恩恵を受けるにはどのような仕組みが必要なのか。2024年8月には日本国
内初となる、甲子園に出場しなかった高校3年生対象のリーグ戦「LIGAサマーキャンプ」
を北海道で開催。高校野球はトーナメント、負けたら引退の固定観念を打破する阪長氏の
活動の舞台裏をお届けします。

また、侍ジャパン日本代表のチームドクターも務める宮崎大学整形外科医の長澤誠医師
もお呼びして、11月に開催されたプレミア12の舞台裏や宮崎県内の高校生以下の投球障が
いの現状などについてお話しいただきます。

【講師プロフィール】
大阪府出身。新潟明訓高校・立教大学を卒業。立教大学では４年次に野球部主将

を務める。大学卒業後は大手旅行会社で２年間勤務したのち、スリランカ、タイ、
ガーナのナショナルチーム指導に携わる。その後、JICA青年海外協力隊野球隊員
として、コロンビアで２年間指導。 2011から2014年までの間グアテマラにて
JICA企画調査員としてのキャリアを経て現在に至る。現在は、堺ビッグボーイズ
中学部監督を務める傍ら、ドミニカ共和国野球指導法調査・研究、国内チーム・プ
ロ野球選手サポート業務などを手がけ、全国各地でセミナーを開催している。

プロ野球宮崎春季キャンプ期間中の開催！

講 師 ： (一社) Japan Baseball Innovation
代表理事 阪長 友仁 氏

日 時：2025年２月24日（月・祝）１５：００－１７：３０

会 場：宮崎大学まちなかキャンパス（宮崎市若草通アーケード内）

受講料：２、０００円

対 象：スポーツ指導者・一般・学生

定 員：１５ 名（先着順）

内 容：① リーグ戦を広げる理由

② リーガサマーキャンプで見えたもの

③ 参加者との意見交換

MAIL： m-chiiki@of.miyazaki-u.ac.jp

TEL:0985-58-7188 （平日9:00～16:00）

その他 ： 講座終了後、18:00頃を目処に情報交換会を予定しています。(参加費別途)

トーナメントからリーグ戦へ、
甲子園に出場しなくてもサマーキャンプで！

固定観念から抜け出し、日本の野球に新たな可能性を！


